





































─ギア ツーからソシュー ル，レヴィ=ストロ スー，そしてデュルケムへ─
A Study on the Intellectual Origins of Cultural Sociology
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社会科学における
カルチュラルターンは，V. E. ボネルとL. ハン
ト（Bonnell and Hunt 1999）が「象徴的，言語





























　R. フリーランドとJ. ムーア（Friedland and 
Mohr 2004）が「アメリカ社会はカルチュラルタ





















隅々にまで浸透している」（Bonnell and Hunt 
1999：3）ことや，「社会的カテゴリーの言説
的構成（discursive constitution of social cate-
gories）」（Friedland and Mohr 2004：6）に向
けられるのである。
　このような趨勢は，J. C. アレクサンダー
（Alexander and Smith 2003）が，反文化的な























（webs of social meaning）を織りなすナラティ

















































スト（rich and complex text）であることを示
すべく……行為を方向づける『意味の網（webs 

















































































サンダー（Alexander and Smith 2003）はカル
チュラルソシオロジーをソシオロジーオブカル



























































































（rich wine of symbolic significance）で満たす


























































































































































































質性（materiality of the social world）からの
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